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平成 29 年 1 月 27 日 

栃木県県民生活部統計課 

 

 

平成 27 年国勢調査移動人口の男女・年齢等集計結果 

 栃木県の概要 

 

「平成 27 年国勢調査 移動人口の男女・年齢等集計結果」が 1 月 27 日に総務省

から公表されました。その中から、栃木県に係る集計結果の概要をお知らせします。 

 
 

移動人口の男女・年齢等集計とは 

  移動人口の男女・年齢等集計は、平成 22年国勢調査時の常住地（５年前の常住地）と平

成 27年国勢調査時（平成 27年 10 月１日）の常住地を比較することにより、人口の転出入

状況について男女や年齢別等に集計したものです。 

なお、人口移動集計は本来、大規模調査時に行う集計ですが、東日本大震災が与えた影

響を把握するため、簡易調査の年である平成 27年国勢調査でも集計することとしています。 

  このことについての詳細な結果は、下記 URL の「統計表一覧」を参照ください。 
 

 http://www.stat.go.jp/data/kokusei/2015/index.htm 
 

 

 

移動人口の男女・年齢等集計結果からみた栃木県のポイント  
 

 ５年前と異なる住所に移動した者は、３６４，５３１人（人口の１９．４％） 

 他県から栃木県に移動した人は、東京都が一番多い 

 移動人口の割合は、男女とも 30～34 歳が最も高い 

 市町で移動人口の割合が最も高いのは、宇都宮市で２３．９％ 
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用語の解説 

人口  

国勢調査における人口は「常住人口」であり、常住人口とは調査時に調査地 

域に常住している者をいう。 

 

５年前の常住地 

世帯員が調査時の５年前（平成 22 年 10 月 1 日）に居住していた市町をいい、 

次のとおり区分している。なお、５歳未満の者については、出生後ふだん住ん 

でいた場所を調査している。 

内容

 現住所 調査時（平成27年10月1日）における常住地と同じ場所

 自県内 栃木県内

 自市町内 調査時における常住地と同じ市町

 県内他市町 栃木県内の他の市町

 県外 栃木県外

他県 他の都道府県

国外 日本以外

区分

現
住
所
以
外

 
 

 

 

 

 数値の見方 

・構成比等の割合は、四捨五入の関係上、内訳の合計が全体（100％）とは必 

ずしも一致しない。 

・本文及び図表中の数値は、表章単位未満で四捨五入している。本文及び図 

表中の値は、表章単位未満を含んだ数値から算出している。 
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１ 栃木県の移動人口 

（１）栃木県の移動人口 

  
 栃木県人口の１９．４％が５年前から住所を移動 

男女別にみると、男性１９．８％、女性が１９.０％ 

  平成 27年国勢調査による栃木県人口（１，９７４，２５５人）のうち、移動人口（５

年前の常住地が現住所以外の者）は、３６４，５３１人（１９．４％） 

男性が１８３，７３７人（１９．８％）、女性が１８０，７９４人（１９．０％） 

  「自市町内」からの移動が、１８９，５８１人（１０．１％）と最も多い 

（注）割合は県人口（１，９７４，２５５人）から５年前の常住地が「不詳」の者（９４，４９３人）を除

いた１，８７９，７６２人を分母としている 

 表１ 栃木県の５年前の常住地別人口 

実数（人） 割合（％）

総数 男性 女性 総数 男性 女性

現住所 1,515,231 745,227 770,004 80.6 80.2 81.0

現住所以外 364,531 183,737 180,794 19.4 19.8 19.0

 自県内 261,623 125,131 136,492 13.9 13.5 14.4

自市町内 189,581 90,165 99,416 10.1 9.7 10.5

県内他市町 72,042 34,966 37,076 3.8 3.8 3.9

 県外 102,908 58,606 44,302 5.5 6.3 4.7

他県 94,071 53,970 40,101 5.0 5.8 4.2

国外 8,837 4,636 4,201 0.5 0.5 0.4

５年前の常住地

 

 

図１ ５年前の常住地別人口の割合（平成 22 年、平成 27年） 

80.6 

79.9 

10.1 

10.1 

3.8 

4.1 

5.0 

5.4 

0.5 

0.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成27年

平成22年

現住所 自市町内 県内他市町 他県 国外

 

 



4 

 

（２）他県からの移動人口 
 
 都道府県別に見ると、男女とも「東京都」が最も多い 

   他県からの移動人口（９４，０７１人）のうち、最も多いのは東京都で１４，５０１人 

（うち男性が８，２４８人、女性が６，２５３人）   

表２ 栃木県への移動人口の多い都道府県（平成 27 年、平成 22 年） 

  

都道府県名 人口（人） 割合（％） 都道府県名 人口（人） 割合（％）

1 東京都 14,501 15.4 東京都 15,976 15.5

2 埼玉県 12,085 12.8 埼玉県 13,418 13.0

3 茨城県 10,576 11.2 茨城県 11,171 10.8

4 神奈川県 8,319 8.8 神奈川県 9,705 9.4

5 群馬県 7,162 7.6 群馬県 8,141 7.9

6 福島県 7,083 7.5 千葉県 6,474 6.3

7 千葉県 5,755 6.1 福島県 5,441 5.3

※割合は、移動人口に占める割合

順位
平成27年 平成22年

 
   

表３ 栃木県への移動人口の多い都道府県男女別（平成 27年） 

都道府県名 人口（人） 割合（％） 都道府県名 人口（人） 割合（％）

1 東京都 8,248 15.3 東京都 6,253 15.6

2 埼玉県 7,014 13.0 埼玉県 5,071 12.6

3 茨城県 5,663 10.5 茨城県 4,913 12.3

4 神奈川県 5,098 9.4 福島県 3,571 8.9

5 群馬県 3,853 7.1 群馬県 3,309 8.3

6 福島県 3,512 6.5 神奈川県 3,221 8.0

7 千葉県 3,467 6.4 千葉県 2,288 5.7

※割合は、男性は男性の移動人口、女性は女性の移動人口に占める割合

順位
女性男性

 

 

（３）年齢別の移動人口 

 
 移動人口の割合は、男女とも 30～34 歳が最も高い 

「他県から」の割合が最も高いのは、男女とも 25～29 歳 

  移動人口の割合は、30～34 歳が４７．４％と最も高い 

男性が４５．３％、女性が４９．７％ 

  「他県から」の割合が最も高いのは、男女とも 25～29 歳 

（注１）年齢は、平成 27 年調査時の年齢 

（注２）割合は、５歳階級別人口（５年前の常住地が「不詳」の者を除く）に占める割合 



5 

 

図２ ５年前の常住地、年齢（５歳階級）、男女別移動人口の割合   
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２ 市町の移動人口 
  
移動人口の割合は、宇都宮市が最も高い 

自市町内の移動人口の割合は、宇都宮市が最も高い 

県内他市町からの移動人口の割合は、壬生町が最も高い 

他県からの移動人口の割合は、さくら市が最も高い 

  移動人口の割合は、宇都宮市が２３．９％と最も高い（表５） 

  自市町内の移動人口の割合は、宇都宮市が１３．２％と最も高い（表７） 

  県内他市町からの移動人口の割合は、壬生町が７．５％と最も高い（表９） 

  他県からの移動人口の割合は、さくら市が７．５％と最も高い（表 11） 

（注）割合は、市町別人口（５年前の常住地が「不詳」の者を除く）に占める割合 

 

表４ 移動人口の多い市町 表５ 移動人口の割合の高い市町

順位 市町名 人口（人） 順位 市町名 割合（％）

1 宇都宮市 110,292 1 宇都宮市 23.9

2 小山市 33,861 2 さくら市 22.1

3 足利市 26,394 3 高根沢町 21.8

表６ 自市町内の移動人口の多い市町 表７

順位 市町名 人口（人） 順位 市町名 割合（％）

1 宇都宮市 61,226 1 宇都宮市 13.2

2 足利市 16,341 2 佐野市 11.4

3 小山市 16,269 3 足利市 11.3

表８ 表９

順位 市町名 人口（人） 順位 市町名 割合（％）

1 宇都宮市 16,229 1 壬生町 7.5

2 小山市 5,683 2 さくら市 7.3

3 那須塩原市 5,219 3 下野市 7.0

表10 他県からの移動人口の多い市町 表11

順位 市町名 人口（人） 順位 市町名 割合（％）

1 宇都宮市 30,361 1 さくら市 7.5

2 小山市 11,040 2 小山市 7.1

3 足利市 6,744 3 那須町 6.9

自市町内の移動人口の割合の高い市町

県内他市町からの移動人口の割合の高い市町

他県からの移動人口の割合の高い市町

県内他市町からの移動人口の多い市町
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図３ 移動人口の割合  

 

図４ 他県からの移動人口の割合 

  














